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笠原建設様へ感謝状の贈呈式を行いました 

25 日(木)8:１５～から、感謝状の贈呈式を行いました。 

「笠原建設様から横断幕の寄贈を受けて、何かお礼ができないだ

ろうか」と、企画委員会の子ども達に投げかけたところ、「手作

りの感謝状を贈呈したい」「私たちの歌声(校歌)でお礼をした

い」とアイディアを出してくれました。それから約 1 週間。話

し合いや作業は全て休み時間。ちょっとの時間にも集まって「次

は〇〇だね」と自分たちから必要なことを見つけて、式をつくり

あげようとする姿に感心しました。 

 当日は一人一役を担って、自分たちで進行し、何とか無事に終

えることができました。 

 教師が用意したシナリオを読

んで、教師が決めた所作で動く式は、本校の子ども達なら、時間を

かけなくても立派にやり遂げると思います。しかし、今回は、子ど

も達が全てを考えました。助言はしましたが、自分たちで感謝状の

文面やはじめの言葉・お礼の言葉・終わりの言葉を「ああでもな

い、こうでもない」と考えたり、お礼のタイミングや立ち位置を実

際に行って決めたりしたのです。私は、その過程にこそ、大きな学

びがあると思います。 

 式を成功させた企画委員の子ども達の表情は自信に満ちていました。 
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キラキラ輝く子ども。ニコニコ笑顔の子ども。ドンドン挑戦する子ども。パッと行動する子ども。 

【会順】（司会 彩音さん） 

１．開会(友剛さん) 

２．児童会からお礼の言葉 

（優花さん） 

３．感謝状授与（晃都さん） 

４．お礼の歌「校歌」 

（ひよりさん） 

５．笠原建設様からの言葉 

６．相知・厳木地区交通安全

協会様からの言葉 

7．閉会（友剛さん） 

気持ちを伝える会ができて良かったです。僕は、人前で発表する力がついたと思います。 

(田中友剛さんの振り返りから) 

 

 

この横断幕は、笠原建設様から、相知・厳木地区交

通安全協会様へ寄贈をしてくださったものです。交通

安全協会様には、いつも児童の見守りや通学路の安全

点検等でお世話になっております。今回、交通安全協

会様へも児童会から日ごろの見守りに対する感謝状を

贈呈させていただきました。 

25日(木)の「チャンネルからつ」に続

き、「ぴーぷる放送」でも贈呈式の様子

が放映されるとのことです。 

6月 29日（月）１８：４５～ 

この言葉は本校職員で考えました。地域の

方々に対する感謝の気持ちです 


